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病院事業企業管理規程第２６号 

 

   雲南市立病院看護師等奨学資金貸与規程 

 

 （趣旨） 

第１条 市は、雲南市立病院（以下「病院」という。）の安定的な看護師又は助

産師（以下「看護師等」という。）の確保及び安定的な経営に資するため、看

護師等を養成する学校又は養成所に在学する者で卒業後看護師等として病院

に勤務しようとするものに対し奨学資金を貸与するものとし、当該奨学資金

の貸与については、この規程の定めるところによる。 

 （定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

 ⑴ 学校 保健師助産師看護師法（昭和２３年法律第２０３号）第２０条第

１号又は第２１条第１号若しくは第２号の規定に基づき文部科学大臣が指

定した学校又は大学をいう。 

 ⑵ 養成所 保健師助産師看護師法第２０条第２号又は第２１条第３号の規

定に基づき厚生労働大臣が指定した助産師養成所又は看護師養成所をいう。 

 （奨学資金の貸与対象者） 

第３条 奨学資金の貸与を受けることができる者は、学校又は養成所に在学す

る者で当該学校又は養成所の卒業後病院に勤務しようとするもののうち、看

護師等としての適正があると認められる者とする。 

 （奨学資金の貸与額及び貸与人数） 

第４条 奨学資金の貸与額は、月額５万円とする。ただし、第６条第１項の規

定により申請を行う者（以下「申請者」という。）が申し出たときは、奨学資

金の貸与額を減額することができる。 

２ 奨学資金は、無利息で貸与するものとする。 

３ 奨学資金を貸与できる人数は、申請者が学校又は養成所を卒業後、病院に

勤務する見込みの年度において、３人を超えない範囲とする。 

 （奨学資金の貸与期間） 

第５条 奨学資金の貸与期間は、学校又は養成所に入学した日の属する月から

卒業する日の属する月までの間とする。ただし、学校又は養成所に既に在学

する者にあっては、貸与を開始する時期は、次条第１項に規定する貸与申請

書の提出があった日の翌年度の４月からとする。 

 （奨学資金の貸与申請） 

第６条 奨学資金の貸与を受けようとする者は、雲南市立病院看護師等奨学資
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金貸与申請書（様式第１号。以下「貸与申請書」という。）を病院事業管理者

（以下「管理者」という。）に提出しなければならない。 

２ 貸与申請書は、奨学資金の貸与を受けようとする年度の前年度の３月１５

日までに提出しなければならない。 

 （連帯保証人） 

第７条 申請者は、当該申請者と生計を別にする連帯保証人１人を立てなけれ

ばならない。 

 （奨学資金の貸与の可否の決定） 

第８条 管理者は、第６条の規定による申請があった場合は、貸与申請書の審

査及び申請者の面接を行った後、奨学資金の貸与の可否の決定を行い、雲南

市立病院看護師等奨学資金貸与決定通知書（様式第２号）により当該申請者

に通知するものとする。 

 （奨学資金の貸与） 

第９条 奨学資金は、前条の規定により奨学資金の貸与を可とする決定を受け

た者（以下「奨学生」という。）に対し、同条の規定による決定通知に係る月

額を毎月２５日に貸与する。ただし、特別な理由があるときは、数月分を合

わせて貸与することができる。 

 （在学証明書の提出） 

第１０条 奨学生は、奨学資金の貸与期間中、毎年４月１５日までに、在学す

る学年の記載された在学証明書を管理者に提出しなければならない。 

 （奨学資金の貸与の決定の取消し又は停止） 

第１１条 管理者は、奨学生が次の各号のいずれかに該当した場合には、奨学

資金の貸与の決定を取り消し、又は停止することができる。 

 ⑴ 休学し、停学し、又は退学したとき。 

 ⑵ 心身の故障のため修学の見込みがなくなったと認められるとき。 

 ⑶ 学業成績が著しく不良となったと認められるとき。 

 ⑷ 奨学資金を受けることを辞退したとき。 

 ⑸ 死亡したとき。 

 ⑹ 前各号に掲げる場合のほか、管理者が必要と認めたとき。 

 （異動の届出） 

第１２条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当した場合には、速やかにその

内容を雲南市立病院看護師等奨学資金異動報告書（様式第３号）により、管

理者に届け出なければならない。 

 ⑴ 氏名又は住所を変更したとき。 

 ⑵ 修学に堪えない程度の心身の故障を生じたとき。 

 ⑶ 学校又は養成所を休学し、復学し又は退学したとき。 
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 ⑷ 連帯保証人の氏名、住所その他の重要事項に変更があったとき。 

（借用書） 

第１３条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当した場合には、既に交付を受

けた奨学資金の全額について、雲南市立病院看護師等奨学資金借用証書（様

式第４号）を管理者に提出しなければならない。 

⑴ 学校又は養成所を卒業したとき。 

⑵ 第１１条の規定により奨学資金の貸与の決定を取り消されたとき。 

（奨学資金の返還） 

第１４条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当する場合には、貸与された奨

学資金を全額返還しなければならない。 

 ⑴ 第１１条の規定により奨学資金の貸与の決定を取り消されたとき。 

 ⑵ 学校又は養成所を卒業した年度に看護師等の免許を取得したにもかかわ

らず、卒業後直ちに病院に勤務しなかったとき。 

 ⑶ 学校又は養成所を卒業した月から１年を経過する月までに看護師等の免

許を取得しなかったとき。 

２ 前条に規定により奨学資金を返還しなければならない者は、同条各号のい

ずれかに該当する事由が生じた日（以下「償還義務発生日」という。）の翌日

から起算して１５日以内に、雲南市立病院看護師等奨学資金返還計画書（様

式第５号。以下「返還計画書」という。）を管理者に提出しなければならない。 

３ 奨学資金を返還する期間は、償還義務発生日の属する月の翌月から起算し

て貸与を受けた期間に相当する期間までとする。 

４ 奨学資金の返還は、一括払い又は月賦若しくは半年賦の均等払いとする。 

５ 第２項の規定により返還計画書を提出した者が返還方法を変更しようとす

るときは、雲南市立病院看護師等奨学資金返還計画変更書（様式第６号）を

管理者に提出しなければならない。 

（奨学資金の返還猶予） 

第１５条 管理者は、奨学生であった者が次の各号のいずれかに該当する場合

には、当該各号に掲げる事由が継続する期間、奨学資金の返還の債務の履行

を猶予することができる。 

 ⑴ 第１１条の規定により奨学資金の貸与の決定が取り消された後も、引き

続き当該学校又は養成所に在学しているとき。 

 ⑵ 病院に看護師等として業務に従事しているとき。 

 ⑶ 災害、疾病その他やむを得ない理由があると管理者が認めたとき。 

２ 奨学資金返還の債務の履行の猶予を受けようとする者は、雲南市立病院看

護師等奨学資金返還猶予申請書（様式第７号）に、前項第１号又は第３号に

該当する場合はその事実を証明する書類を添えて、管理者に提出しなければ
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ならない。 

３ 管理者は、前項の規定による申請があった場合は、これを審査し、債務の

履行の猶予の可否の決定を行い、雲南市立病院看護師等奨学資金返還猶予決

定通知書（様式第８号）により前項の規定による申請を行った者及び連帯保

証人に通知するものとする。 

 （奨学資金の返還免除） 

第１６条 管理者は、雲南市立病院看護師等奨学資金の償還債務の免除に関す

る条例（平成２２年雲南市条例第７３号。以下「条例」という。）の定めると

ころにより奨学資金の返還の債務の全部又は一部を免除することができる。 

２ 条例第３条第１項各号又は第２項各号のいずれかに該当することにより奨

学資金の返還の債務の全部又は一部の免除を受け等とするものは、雲南市立

病院看護師等奨学資金返還免除申請書（様式第９号）に、免除を受けようと

する理由を証明する書類を添えて、管理者に提出しなければならない。 

３ 管理者は、前項の規定による申請があった場合は、これを審査し、債務の

免除の可否の決定を行い、雲南市立病院看護師等奨学資金返還免除決定通知

書（様式第１０号）により、前項の規定による申請を行った者及び連帯保証

人に通知するものとする。 

（延滞金） 

第１７条 奨学生であった者が正当な理由がなく奨学資金を返還すべき日まで

に返還しなかったときの延滞金については、雲南市督促手数料及び延滞金徴

収条例（平成１６年雲南市条例第７０号）第４条の規定を準用するものとす

る。 

 （奨学資金貸与管理台帳） 

第１８条 管理者は、奨学生及び奨学資金の状況を明らかにするため、奨学資

金貸与管理台帳（様式第１１号）を備え、所要事項を記載しなければならな

い。 

 （その他） 

第１９条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規程の施行の日の前日までに、失効前の公立雲南総合病院委託学生奨

学資金貸与規則（昭和４５年大東町外９ヶ町村雲南共存病院組合規則第１号）

の規定によりなされた手続その他の行為は、この規程の相当規定によりなさ

れたものとみなす。 


